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東京大学助教授 落 合 京 一 郎

戦後,日 本 において もノくていの大学医学部には講 座が新設 された り,大 病院 にも泌尿器科

が独立 して置かれ る傾 向が多 くなつてきている.た だ この傾向に逆行 しているのが,大 学院

設置基準では まだ皮膚 ・泌尿器科 が一講座になつているという点 である.泌 尿器科 が独立 し

た といつ ても,こ の ような考えはまだまだ根強 く残 つてい るらしい いつれは間 もな くこの

不思議 な基準 は改 められ,は つ きり独立した泌尿器科 講座 となる らしいが,こ れは当然 すぎ

るほ ど当然 である.

しかし,わ れわれは当然だ と老 えてはいて も,他 の医学分野 の人 まですべ てが当然 と思 つ

ているわけではない さすがに もう泌尿器科 とは性病科 の ことだ と本 当に誤解 してい る医師

はまず ないであろ うし,皮 膚科 の付属物だ と考 えてい る人も少ない とは思 われ るが,そ れ な

ら泌尿器科 とい うものが具体的 にはどの ような学問か とい うことを,正 し く認識 している氏

が多 いとはかぎ らない.

これは上 に も述べた ように,日 本 の泌尿器科 の生れて きた事情 が,外 国とちがつて特殊 だ

か らであろう.ア メ リカにしろ,ヨ ーロッパ にしろ(例 えば ドイツ),泌 尿器科 とい うもの

は もともと外科か ら分離独立 したもので,日 本 の ように皮膚科(内 科)と 同居 していたもの

が2つ に分かれた ものではない つ まり,泌 尿器科 は本来,外 科 とい う広 い領域の うちの一

っの特殊 な分野のはずである.ア メ リカでは,す でに大部 分の大学 や病院では泌 尿器科が独

立 してお り,外 科 の下 におかれ てい ると ころ,例 えぱSectionofUrology,Department

ofSurgeryと い うような呼称 のところはむしろ稀れである.と いうことは,現 在の泌 尿器

科 とい うものが,外 科が片手間にや ることは到底不可能 なほ どに,急 速 に進歩発展しその領

域 を拡 げるに至つたか らである.好 む と好 まぬ とにかかわ らず,ど うして も外科 か ら分かれ

て,一 本立 になるべ き必然性 をもつていたか らといつて よい.

た だ不思議 な ことに,ド イツでは独立 した泌 尿器科学講座 をもつ大学 はわずかに2,3に

過 ぎない.大 病院 といつて もStadtischesKrankenhausで あ るが,こ こには一応 泌尿器

科Klinikは あ る.し かし今 もつて外科 と同居 していた り,外 科 のうちに含まれた格好 のと

ころがか なりあ る.独 立 の必然性 をもちなが ら,独 立 できないのには色 々 と事情 や理 由があ

るにちが いない これは市川教授 か ら伺つた ことであ るが,前 立腺手 術 とい う大きな金蔓 を

失 いた くないので,外 科がなかなか泌 尿器科 を 分け させ ないとい う人もあるとい う話 であつ

た.あ るいは大 きい理 由の一つか も知れ ないが,と にか く二著名な泌尿器科医 は,い つ までも

こんな状態だ と ドイツの泌尿器科 はどんどん遅 れてしま うと,現 状を心 か ら憂 いて いること

も事実で ある,戦 後 の ドイツ泌尿器科 はわれわれの目か ら見て,確 かに低調で あ り,筆 者 も
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今回短かい期間であ るが,十 数 ヵ所の主 なKlinikを 訪 問 して,こ の ことをはつ きり知 るこ

とがで きた.そ してこれがすべ て,泌 尿器科学 が外科 の片手 間の ように扱われ てい るためだ

とは もちろんいえ ないが.少 くとも大 きな障害 になつてい ると見 て よいよ うで ある.

この点 では,現 在の 日本 の泌尿器科 の方がは るかに恵 まれ てい るといえ るわ けで ある.し

か しそれは まだ形 だけの ものであつ て,日 本 の泌 尿器科 が皮膚科 か ら分離 した ものだ とい う

生 い立 ちは,ま だ まだ大 ぎいひつかか りになつている.さ すがに戦後 に育 て られた医 師はそ

うで ない としても,泌 尿器科医 は皮膚科 か ら転身 した ものだ とい う先入感は全 く払拭 されて

しまつたわけでは ない そして少な くない病院 が.な お皮膚科 ・泌尿器科 の分離 に踏 み切れ

ないでい る.た まに分離 させたいというので相談 を うけ ることはあ るが.そ の・時設 備 とか人

員 が この程度 は最低限必要 だというと,そ んなにか というような意外 な顔 をされた りす る.

皮 膚科 の一部 でやれ るぐらいに考えてお り,現 在 の泌尿器科 とい うものが高度 の智識 と高度

の技術経験 を必要 とす るものだ とい うことを,本 当に知 らないか らで ある.こ の まだ残 つて

いる認識不足 が.皮 膚科 ・泌 尿器科 の分離独立 を妨 げてお り,ひ いては少壮有為の泌 尿器科

医 の職場 をも狭 くしてい ることになつてい る.

段 々と判 るようにな るとして,こ れ を操手傍観,た だな りゆ きに任せ て よいものではな

い.困 難 ではあろ うが,独 立 の必要性 と,更 にその合理性を,積 極的 に認識 させ るように努

力サ ることこそ,わ れわれ泌尿器科学を専攻 す るものの義務 であ ると考 える.

そ れには色々 と方法 があろ うが.筆 者はその一 つとして,他 の分科 への進 出 とい うか,い

わゆ るP・Rを す ることが必要 と考え るものである.も ちろん,単 な る宣伝 では決 してない

要 す るに,泌 尿器科学 会 とい う殻にだけ閉 じ籠つ ていないで,機 会あ るごとに,そ れぞれ

の業 績な り経験 な りを,外 科 や婦人科 のみな らずその他 の学会に発表 す ることで ある.幸 い

,泌 尿器科 には他科 と関連 を もついわゆ る領域疾患 が少 くな く,そ の気になれぱ この ような

機 会は極 めて多いか らであ る.筆 者 は これが泌 尿器科学 を本 当に認識理解 させ,そ の正 しい

発展 と拡大 を助成す る一つの方法 と考えてい る.

も う一 つの方法 は,泌 尿器科 の特殊性 を強 く推進 す ることで ある.つ ま り,泌 尿器科学は

男性性器学 とい う独 自の分野 を もつ ているか らである.筆 者が こん どアメ リカを廻 つた時,

「お前 の専門は?」 ときかれ,Urologyと 答 えると,「 ああ,G,U.か 」 ということが2

度 あった.Genito-urinarysurgeonの 意 味 であ る.そ して筆 者は,泌 尿器科 ではやは り

G,&U.と い う独 自性 を育 成すべ きことを痛感 した.前 立腺 などはその一つで あろ うが,そ

の他 にもgenitaltractに つ いては まだまだ研 究すぺ き 未開拓 の ところがい くらも 残つて

いる.そ して これ まで この方面 は,あ ま り重視 されていなかつた谷間 でもあつたが.実 際に

は泌尿器科 だけがやれ る特殊 の分野 なのであ る.Genito-urinarysurgeryと は 単なる素

人の言葉では な く,泌 尿器科学 の本態であ ることを,わ れわれ泌 尿器科医 は再認識 して,そ

の開発に努力 しな くてはな らない これが また,泌 尿器科学 の発展を助長 する ことにな る.




